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HISTORICAL REVIEW OF GARLIC (ALLIUM SATIVUM) 
BY TADASHI WATANABE 
緒言
大蒜 (にんにく)は，洋の東西をとわず，古来から民間薬として非常に珍重されて来?と薬物であ
り，叉香辛料として.魚烏獣肉の矯臭及び矯味に大いに活用された食品である。
とれに近い性質を有する食品として，菱重 ・玉葱 ・葱 ・韮等があるが，その強烈君主主参透性を有す;s
特香と辛練た辛味において大蒜に勝る食品除友い。
との大蒜が古来民間薬として用いられて来たととは， 後述するように 日本の文献にも見られる
が.併し非常に例がすく君主い。
然るに西洋においては， 大蒜の食品と して叉薬品としての使用除古代ヱジプトにおける大蒜の使
用に始まり，フアラオ逮はピラミッ ド造営の人夫逮に大訴を食用せしめたという。従って大蒜は彼
等の食品の相当重要君主部分を占めたものと思われる。 且つ Plinius')の報告するようように古代エ
ジプト民衆はとの草を神盈視し，彼等の蓄が大蒜にかけてえにされたという。更に最も古い文献のー
っとしてはVergilius')の第二Idylltr.jきいて， Thestylisがタイムと大蒜の汁をしぼり，毒蛇に
唆傷に対する予防薬としたという。
最初に医薬として大蒜について詳細君主記載をしたのは Dioscorides(A.D.一世紀戸でるる。
彼は大蒜を験虫剤 ・利尿剤並びにおでき ・皮ふ病 ・母斑・ハンゼン氏病に対する治療薬として推
奨している。叉毒蛇・ 狂犬による攻傷の処置として大蒜汁を用いた。
大蒜は叉ゲノレマン人によ守て，ローマの征服以前に知られ， 食品及び香辛料として用いられて来
た。
かの有名君主 Hi ppocrates')は，大蒜の医薬としての重要性を認め，利尿 ・通経剤として，叉肺炎
・化E慢性外傷に対する治療剤としての有用性を認めた。併し一方彼はその毒性について論及し，著
聾 Devita acutorum において "大蒜は風気をおとし，胸部温熱感をおとし頭痛及び心配を(j，.き
おとす。叉現に存在する疹痛を激化せしめる。" と述べている。即ち既に当時大蒜の過量の使用に
よる弊容がみとめられたわけである。
更に有名た本車医師の Paracelsus')及び Lonicerus')は大蒜の抗毒性を強調した。殊に Loni-
cerusは腸内寄生虫の駆虫剤としての価値をはっきり認識した。
*Pedanios Dioscorides. Materia medica 
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現在においても大蒜は民間薬として生命を保ち， 欧州において各種の急性慢性の胃腸疾患・腸カ
タル ・赤痢 ・チフス・コレラ ・動脈硬化及び高血圧の治療に用いられている。
有効成分の追究
大蒜の有効成分については長い間化学者及び薬学者が追究して来た。之に関して膨大注文献の山
が積まれたが，長い間， との有効成分は純粋1J:結晶として取出すととが出来たかった。
大蒜の特性として不思議たととは，之は無傷の状態では殆んど無臭であるのに，之を切断叉除勝
砕する時に強い臭気を発生する。之は丁度辛子粉がそのままでは無臭であるのが， 之に7.1<を加えて
磨砕い加湿 (ヌJレマ湯)すると強烈訟芳香と辛味を発生するのに似ている。
Wertheim・3及び Semmler')は大蒜の spikesを水蒸気蒸沼して， 悪臭を発する精油成分を0.1
-0.2%の収率で得た。彼等はとの精油分を分溜して夫.l<dia11yl disulfide及び trisulfide，
polysulfideを含むととを知った。
共の後 Rundqvist'lは乾燥大蒜鱗基を酒精で浸出， エーテノレで務釈，無定形塊状の物質を得て
“alliin"と命名した。 とれば相当量の不純物を含むが，8to11が結晶として得た純粋ゑ合硫アミノ
酸alliinと同一物である。之を酵素的に分解して悪臭を有する dia11yldisulfideを得た。
一方大蒜中にコレラ菌・チフス菌・大腸菌・イヒ膿菌・アメーパ性赤痢病源菌を殺滅する成分が存
在するととがLehmann町によって認められた。
然し彼等はとの有効成分が，前述の dia11yldisulfideでるるとして何等疑いをはさまたかった。
所が1944年 Cavallito及びBailey101が大蒜の酒精抽出液を水蒸気蒸溜して，水溶性成分を得て
之をallicinと命名し，之が8.5万-12.5万倍に薄めても，尚グラム陽性，陰性菌I'C対して，殺菌カ
を発揮した。1mgの allicinは約15オックスフォード単位のぺエシPンの殺菌力に相当するとい
う。
一方8to11とSeebeckiりは，無傷の大蒜には，ζのallicinが含まれず， その母休であるa11iinが
含まれるととを，次のようにして証明した。
即ち，酵素分解を防ぐために，凍結した鱗茎を破砕し， メタノ ーノレで抽出， 溶媒を蒸発させ，シ
ラップをとり，とれをエーテノレで泊分を除去し，酒精で分別沈澱させ， alliinを結晶形に得た。 ま
た 8tollj等は，各地から生産された大蒜について，その硫黄含量を測定して alliin量の多少を推定
し，最高Basel産の3720mg8fkg及び最低量Richen(Basel)の410mg8jkgを得ているが，平
均すると大休1000-2000mg8/kg程度である。 との alliin量の多少が，直ちに， 大蒜の効カの多
少に関係するものでないととは，相当分量I'Lalliin同族休を含有する十字花科植物(例キャベツ・
大根 ・菜類)には之の分解酵素alliinaseが主主いため，薬効が発揮出来泣いととで明らかであるが，
幸い大蒜等， A11ium属植物においては，基質含有量に比例して，alliinaseが含まれるととが判明
しているのでベ ζれは相当にその薬効を表わすものと見てよい。
更に最近日本において，藤原等川の一連の研究により， 大蒜中I'LピタミンB，の呈色反応を不顕化
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せしめる成分があり，之が突はCaval1itoの allicinそのものであり，B，と結合してallithiamin
を形成，生理的にはB，以上の段収容易性・効果持続性を発簿するととが示された。
大蒜の食生活文化史的考察
世界的に見た時に吾k 日本人はど〈独特君主食生活慣習を有している。即ち 1) 日本米 (uryza
sativa var. japanica型の稲米)を多食する。 2)どく独特ゑ香辛料を少量に用いる。
とれば西洋人の食習慣と比較して非常に相違するのは当然であるが， 日本と唇歯輔車の関係にあ
るという親しい中国及び朝鮮において(彼等は米を多食し，風土気候の点で同じい点が多い)，香
辛料殊に，大蒜及び蕃栂を多量に摂食するのに対して全然趣を異にする。
との原因が那辺に存するかは，種々の要因が複雑に錯綜して，簡単には究明出来完泣いが，簡単に
一言でいうと，日本人の淡自党I:Oi書好性という国民的資質で説明されよう。
即ち，米飯 ・味噌汁・漬物という簡単君主食事を好み，御馳走を食ペた後にも，淡自主主茶演を妻子む
性質にとっては，各種の香辛料の中山葵 ・辛子・生叢等のようた割合淡白た香辛料を少量使用する
ととにたり，余り辛過ぎる饗栂や悪臭を発する大蒜， 余り芳香の高すぎる熱帯産芳香性香辛料を嫌
ヲたものと，恩われる。
然し，果して古代日本人(殊に神話伝承時代の〉が大蒜の使用を嫌悪したか左うかは疑問が多い。
例えば，古事記 ・日本書紀に活躍する日本古代の神話的英雄の一人日本武尊(倭建命)が，書記
では，信濃国の大山 (伊那郡昼神村阿智神社附近)")で，叉古事記では，相様園足柄坂本11) におい
て，殆んど同様充足説話をのせている。卸ち何れも，尊が山中で食事を摂られた際，山神が白鹿に君主
って出現する。 之に対し尊は食残しの蒜(ヒノレ)の片端を投げて鹿の眼に当てる。自鹿が死ぬとい
う。との際，との蒜君主るものが， 一応大蒜とされているが， 之は寧糧 (非常食糧〉として持参され
たものか，叉は呪術用として携行されたものか明らかではたい。
叉古事記応神記叫に応神天皇が太子 (仁徳)を召して豊明をせさせ給う時に御歌を賜い， いざと
ども，ねびるをつみに，ひるつみに，わがゆくみちの， (下略〉
とおおせられた御歌に対し，本居室長除古事記伝において， ねびる (原文怒毘流)は野蒜 (のび
る)で喜うるという。然らば一方のu.る (原文比流) は大蒜で怠ければ君主ら泣い。
叉万葉集巻16tL'η
醤酢 cu..しおす) 蒜携を合て L 鯛顧ふ吾にた見せそ7}c葱(君主ぎ) の:~うつもの
とあり， 醤即ち今の溜醤油の如きものに酢を混合した調味料に大蒜をすりとみ， とれに鯛ぐ多分生
の即ちサシミJを願っている (美食家)の自分にそのようた7，)(葱(君主ぎ， ζ君主ぎ，7k聞の雑草，万
葉人はよく食べている)の吸物のようたく組食)は見せて下さるたという意味である。
との外延喜式には町， 神務の際の鎮魂料として，参議以上の公卿に一人当り 2合の蒜房(ヒルサ
キ，大蒜の殊芽)，詩、英 (大蒜の花びら)，韮矯〈大蒜の鶏砕物)を下賜されたとと，叉園韓神祭に
当り雑給料として蒜ー斗を下されたとと，同じく延喜式川に， 中男一人の輪作物として蒜及び紫莱
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各二斤を貢物としたととiJ~出ている。
叉同じく東西市の中の東市の中に蒜塵があり，京師の市場において一部大蒜が販売(多分布とか
米とかを代物とした交換経済であヲたととと，思うが)されたようである。
その外， 日中行事叫に，四月加茂の祭8I'Lo.る (大蒜j供御として供えるとあり，年中恒例記叫
に六月晦日に(今月土用に三ケ度御めくり，御かゅにんにくのみあかいて，7.1<.を参る也と見え，特
別の日の宮中食事に大蒜を用いたととが判明する。令義解(二僧尼〉町にも円首庖が酒を飲み，肉を
食い，五辛 (ζの中I'L大蒜が入る)を服したものは，対日間苦役させるとa:;り，僧尼の如く戒律:の
厳しいものでも往A'，飲酒，肉食，輩食の弊があり， 多分大蒜等を相当金べたので，かかる禁令が
出たものと思われる。
更に源氏物語別.今昔物語"ん後拾遺和歓集問 .空穂物語")等にも大蒜服用の事項が散見するが之
等除皆食品的要素が少君主<，風邪 ・暑突当りκ対する予防及び治療薬としての薬用的意味が深いよ
うである。
ととで一言断わづておくが，0.る・比流・蒜 ・大蒜君主どかいたものは，皆=ンエクの意味で用い
て来たのだが，:=.ンユク即ち Alliumsativum又は A/liumscorodoprasum var. vitゆarum除
中国で大蒜又は蒜と称するもので，元来は中国にも原産せず，一名訪の示すように西域 (中国で胡
と称する)から伝来したもののようである。
即ち李時珍2月によれば，孫悟唐韻を引いて張察 (前漢時代の大旅行家〉が武帝の時に西域に旅行
して，大蒜及び胡婆を始めて得た。之に反し小蒜即ち蒜は中固に昔からあるという。 大蒜は蒜よ り
形状が大であるととからとの名を得たが，別に胡地から来?とので，務という名前を得?とと言うてい
る。かように，大蒜は西域即ち，現在のイラン ・ローマの地から直接得たか又は，之等の地から，
天山南路北路のオアシスの諸国(西域三十六国)を通過して来たかは判明しないが，要するに外来
のものであり，之に反して，蒜叉は小蒜は中固に本来土着のものであづた。即ち，日本 ・中国に野
生するノピノレ又は之に近縁の雑草であったろう。
従って，日本書紀 ・古事記に散見する比流 ・万葉集の蒜が果して=ン=グであるか，叉は蒜の古
義のようにノピル ・叉はコピルであるか一度吟味する必要がある。
とのこつの Allium属植物は形態も臭気もよ〈似ているが，唯=ンエタはその臭気がノピノレに比
較して非常に強烈であり，叉モの有効成分量も比較にたらたい程前者が強烈である。
即ち芳村等間の報告によると前者の alliin量 (mg%) は900~1000であるのに対し，後者は200前
後で，約前者の%程度で遣うる。したがって，却って，蓮 ・護の500，ワケギ ・アサツキの250の方が
多い。元より との結果は， 1~2例の平均値でるり ， "'ンニクでも， Stollが示すように最低値D
400mg Sjkgに対し，最高値の3700mgSjkgを示すから，余り根本的差異とはたり得たいが.前
者の主成分がa1liinであるのに対し，後者はmethiin即ちmethyl-alliinであるという化学組成
分の差異がるる。
.日本武尊の事績は元より古代伝説中の人物のととでbり，正確にはその年代を比定出来たいも
ので，余り論評するととは不可能であるが，もし伝承を信ずるとすれば， ζの尊の時代は中国3いま
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朝鮮との交通が始まる以前のととであり，恐ら〈日本に野生したノピJレのととであり，応神紀の怒
毘流も比流も共にノピノレ即ちIJ、蒜でbったとするととが出来る。
かように推定して，万葉集の蒜に少し疑問をはさみ， それ以後の蒜 (ぴる)を=ンニクと推定す
るととも出来，話が簡単にたる。併し，後世に伝わる伝承や，民俗を考える時，厄払い")に大蒜を
用いる習慣が長〈残り，その起源が極めて古<. 日本武尊の伝説にがされる如く，叉信濃園伊書館郡
昼神村 (蒜嶋村)に残る，峠をとえる人が大帯、を鴫み， とれを牛馬及び人に塗沫して，山神の災厄
を逃れるという慣習，夏の土用に赤小豆と大蒜を冷水で服用して疫邪を防ぐ， 叉疫病の流行時~大
蒜を門上にかけて之を防ぐ，冬極月に大蒜を味噌惑に漬けて封織し，夏土用に食べて，悪疫を予防
する (以上何れも本朝食鑑三鷲辛， 蒜)，習慣等は皆古俗が近世に伝わったものと見てよい。もし日
本武尊を単に伝承にとらわれず考える時， 中国の正史の一つ宋書に記載される倭王室主 (雄略帝と比
定される)の宋朝に対する上奏文に
…隠亡考済…方欲大挙…奄喪父兄，使霊成之功不獲一策，居在諒闇，不動兵甲・…・・， 白台祖踊，
銅環甲宵，蹴渉山川，不退寧処，東征毛人五十五国，西眼衆夷六十六国，波平海北九十五国，王
道融泰・..
とありその中組踊が誤記であ守て，倭主武即ち雄略帝の祖 (父)調 (弥)叉は珍ぽ仁徳帝であると
いう一説がある拘
もし之が真実であるとすると，その甲骨をを被り山川を蹴渉し，東西の毛人， 衆夷を征し海北
(朝鮮)を一身に征服し?と偉大君主るヒ ーローは仁徳帝で，景行帝の九州巡幸， 日本武尊の熊製・東
夷征服 ・神功 (応神)の朝鮮出兵が，智仁徳帝t乞帰するととに君主る。
勿論かかる大事業除個人の仕事としては膨大すき二 割引いて考え怠ければたらね。併し雄略帝の
治世の時，少主主〈共，組父叉は曽祖父に当る偉大な箪事指導者が君臨し， その卓抜君主指揮の下~，
叉彼自身の直接戦斗指簿の下に園内統一及び海外進出が行君主われ， その記憶が非常に濃厚に残ヲて
おり ， 之が記紀編纂時代~夫A の偶有名詞 (語部の暗請にかかわる帝辞等J に適当に分散されたも
のと見るととが出来る。もしそうだとすると，仁徳朝〈応神朝〉において，情士王仁の渡来，論語・
千字文の渡来等と平行して， 蒜叉は大蒜の伝来が考えられ，之が古来のノピノレに代り，薬用叉除食
用に供せられ，その強烈君主診透性の臭気が呪術用に叉兵食に用いられたと推定出来る。従って，記
紀，万葉，延喜式に遣うる蒜又は比流はその一部を除き，やはり， ユンニクに比定して差支えたい。
かように，軍用食糧，香辛料として大いに用いられて来た大蒜がどうして後世嫌悪され， 西洋及
び中国 ・朝鮮程用いられたかった理由除何故で通うろうか。
恐らく，之は日本人の滑潔を尊ぴ，悪臭を排し‘淡白清浄を喜ぶ性質に起因するので遣うるが，一面
仏教の日常生活への浸潤が影響したものと考えてよい。
古代日本人民鹿・猪・兎のたぐいを盛んに狩って多量に食し?と形跡が見られる。更に食用豚D
飼育，耕牛の屠殺も行君主われた (殺牛は或いは帰化漢人の一部~行完工われたものかも知れゑい)。
所が国をあげての仏教信傘により， かかる畜肉食の習慣が次第にすくたくたるにつれて，之に伴主主
い， 輩菜食の中最も強烈君主臭気の持主である大蒜の使用も次第に減少してい守て，単~風邪 ・ 悪疫
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の時の呪術用 ・薬用 (との差異は余り明瞭で主主い)として残ったに過ぎたい。
之を欧測叉は中国における大蒜その他の香辛料の使用除，冬期飼料のとぼしい時期に家蓄を屠殺
して，塩漬叉は乾燥して貯蔵する際腐敗に近く悪変した臭気の甚だしい肉も食べる必要があり，之
に香辛料をそえ，悪臭を隠蔽する手段として香辛料が尊ばれたという。
それ以外にも，細菌性中毒の予防として大蒜が尊ばれたに違い君主い。更に大蒜は，之を蚕自性食
品と一緒に食べる時.alliicinが蛋白質と結合して，複合蛋白質を形成し，休内に殴収される傾向
を有する。従って，遊離のallicinの毒性〈胃腸壁に対する浸倣性，胃潰蕩を引き起す〉を防止し，
その栄養債を増大する。
所が日本のように肉食を忌み，新鮮主主魚介類を少量用いるに当り，大蒜のようた強烈君主辛味性矯
味料は必要で君主<.単に呪術用叉は民間薬として残ったものと，恩われる。
従って最近におけるように，肉食の増加は， 大蒜のよう主主香辛料に対する需要を増大せじめ之以
外の芳香性香辛料に対しても需要を喚起し，西欧諸国・中国及び朝鮮と比肩して，大蒜その他の香
辛料による栄養の改善と共tr..複雑た味覚を楽しむ時代が来るととと思われる。
要 約
大蒜の有効成分について論評を加え，同時に日本における大蒜の使用について食生活文化史的に
考察した。
終lζ臨み，総始御指導と衡鞭鑓を賜わヲた茶重量俊夫教授に感謝します。
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Summary 
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The active principle of garlic was reviewed and the discussions about the 
consumption of garlic as diet and as medicine in Japan were reviewed 
concerning the history of dietetic culture. 
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